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―― 安心の提供と震災からの早期復興のために ――
いわき地域復興センターは、 「いわき明星大学と東日本国際大学」 が連携して、 いわき地域に対する震災復興活動を行う

拠点として設立されました。 「福島県いわき地域の大学連携による震災復興プロジェクト」 をテーマとして、 両大学が持つい

わき地域の魅力の再生に直結する専門性を提供することで、 震災からの早期復興を目指します。

Ⅰ 放射線・放射能測定及び軽減に関する研究事業　    Ⅱ  震災記録の保存事業　
Ⅲ 被災地の情報発信による観光まちづくり事業　       Ⅳ  被災障がい者自立支援促進事業

【事業の４つの柱】

秋・冬の作物 放射能検査結果特 

集 平成 27 年

総検体数 …検出された放射性セシウムの平均値（Bq/kg）Cs 検出数（Cs…ここでは放射性セシウムを意味する。なお、50Bq/kg 未満は不検出とする）赤数値

いわき地域復興センターでは、平成 24 年 4月の開所以来、さまざまな種類の作物について検査して参りました。
今回は、作物の種類による放射性セシウムの検出傾向を探るため、秋・冬の作物を４つのカテゴリーに分類し、
検査結果を集計しました。品目については、総検体数の多いものから順にピックアップして掲載しております。
尚、集計には平成 27 年 9月１日～ 12 月 28 日に測定されたいわき市全体の検査結果を使用しております。

【いわき市全体で受付した検体数の年度別推移（9月～12月）】 ※50Bq/kg 未満は不検出とする

平成24～26年度の秋・冬の作物検査結果は、News Letter vol.9 ・20・32 にそれぞれ掲載しています。   （入手方法：当センターにて配布・HPご参照）

野菜 山菜・キノコ類 果実 魚介類 その他

検体数 Cs検出数（割合） 検体数 Cs検出数（割合） 検体数 Cs検出数（割合） 検体数 Cs検出数（割合） 検体数 Cs検出数（割合）

平成24年度 3898件 1204件 7件 (0.6％) 454件 348件 (76.7％) 1205件 133件 (11.0％) 16件 5件 (31.3％) 1019件 89件 (8.7％)

平成25年度 2411件 693件 3件 (0.4％) 205件 156件 (76.1％) 1005件 45件 (4.5％) 23件 0件 (0.0％) 485件 82件 (16.9％)

平成26年度 1178件 398件 0件 (0.0％) 121件 90件 (74.4％) 332件 8件 (2.4％) 9件 0件 (0.0％) 318件 62件 (19.5％)

平成27年度 2486件 713件 8件 (1.1％) 320件 273件 (85.3％) 1013件 73件 (7.2％) 41件 2件 (4.9％) 399件 163件 (40.9％)
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● 過去の情報やセンターの詳しい活動内容は HP をご覧ください。 ●

■ 第 42 回ミニ相談会（最終回）開催報告 ■

＜講師：佐藤健二＞

■ 情報サイト「グローバルネットワーク」 ■

情報サイト「グローバルネットワーク」　
URL  http://global.revive-iwaki.net/

「被災地の情報発信による観光まちづくり事業」の情報サイト【グローバルネットワーク】では、東日本国際大
学の留学生が中心となって主にいわきの日常を取材し、その内容を「学生レポート」として母国語で発信して
おります。これまで、韓国語・中国語・日本語・ミャンマー語で各国の学生が記事を投稿してきました。この
たびネパールからの留学生が活動に参加することとなり、語学に通じた担当教員の配置等の体制が整ったこと
から、ネパール語の記事の投稿が加わりました。投稿数は 5つの言語を併せて 250 件を超えており、全ての記
事は右記のウェブサイトでご覧いただけます。取材した内容の一部は、ラジオ番組「いわきグローバル・マルシェ
（SEA WAVE　76.2FM)」でも放送しています。
各国の学生たちが感じている「いわきの現在
（いま）」を是非ご覧ください。

＜ネパール語による投稿記事例＞

＜会場のようす＞

＜左：石丸センター長  右：福迫副センター長＞

東日本大震災発生後さまざまな情報が錯綜する中、客観的な正しい情報を伝えること、また講師と参加者が近
い距離で話ができる場を提供することを目的として、ミニ相談会をスタートしました。平成 24 年 6月から回を
重ねたミニ相談会も今回で 42 回目を迎え、のべ約 500 名の方にご参加いただいてまいりましたが、震災発生か
らまもなく 5年となる今、一つの節目を迎えることから今回を最終回といたしました。
今回は、第 1回の講師も務めてくださったいわき明星大学科学技術学部 佐藤教授に『原発事故から 5年　安全・
安心って何？  ～私達の身の回りの放射性物質・化学物質～』をテーマにお話しいただきました。客観的に決定
される” 安全” と主観的な” 安心” の違い、これまで活動してきた内容、放射性物質及び化学物質等の食に関す
る問題とその基準について、詳しくご説明いただきました。最後には、当センターのセンター長 石丸教授と副
センター長 福迫教授から、今後のセンターの在り方や活動方針についてお話いただきました。

月1回開催してまいりました
ミニ相談会は、今回で最終回
となります。
現在、新たな情報提供の場を
企画中です。
これまでご参加いただき、誠
にありがとうございました。


